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Wi-Fi搭載マイコンと生成 AIを用いた IoTに関するハンズオン型教育の実践
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Abstract:

AIC学生向け夏期集中講義として行った「IoTプログラミング with AI」にて，マイコンを用いて実際に手を動かしながら行

うハンズオン型講義と，生成 AIを用いたプログラミングを実践した．初学者の受講生も生成 AIを使いこなし，オリジナリティ

のある作品を作り上げることができた．本稿ではそれらの方法と，今後の展望について示す．
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1. 企画背景・概要

AIC 学生向け夏期集中講義の 1 つとして，2024 年 8 月 7

日・8日に「IoTプログラミング with AI」を開催した．本

講義は，Microsoft が提供するプログラミング特化型の生成

AIサービス“GitHub Copilot[1]”を効率的に利用しながら，

IoT のプログラミングを実習形式で体験することを目的と

するものである．本講義は，2023年度に実施した「Pythonで

はじめる IoT」[2]の資料を大幅に刷新し，生成 AIを用いる

ものとした．講義には 14 名の受講者が集まり，各自が独自

のアイデアを出しながら作品づくりに取り組む姿が見られ

た．

2. 方法

集中講義の 1日目前半には基本的な講義（GitHub Copilot 

の使い方，センサや LED などを使用するうえで必須となる

MicroPython の基礎知識，Web API の概念とその使い方 等）

をハンズオンを交えながら行った（図 1）．1日目後半及び 2

日目前半には各受講生が実装したい IoT デバイスのアイデ

アをワークシート（図 2）に記載し，講師及び TA が適宜ア

ドバイスを挟みながら実装する時間とした．2 日目後半は各

自が実装したデバイス（図 3）を受講生の前でプレゼンする

時間とし，受講生同士の交流や技術的知見の向上を図った．

本講義の特徴として，生成 AI を積極的に使うという点が

ある．GitHub Copilot は，エディタソフトである Visual 

Studio Code に深く統合された形で利用することができ，

(a)チャット機能による質問，(b)高度なコード補完 の 2 つ

の機能が特筆される．本講義ではこれらの機能の使い方を説

明したうえで受講生に積極的に利用するよう働きかけた．

3. 結果

3.1.チャット機能による質問

対応に当たることのできる TA の数が限られるなか，受講

生がチャット機能を使い質問・実装を繰り返すことで問題解

決を図っている例が見られた．

3.2.高度なコード補完

GitHub Copilotは GitHubのリポジトリを主な学習材料と

しており，多くのプログラミング言語に対応している．

Pythonは近年のトレンドということもあり，学習量が多いた

め補完の精度が高い．本講義では Python を用いたため，受

講生が精度の高いコード補完を利用することができた．

例えば，ボタンを押してモールス信号を入力するデバイス

を作成していた受講生は，モールス信号の「・―」とアルフ

ァベットの対応表をコード補完にて実装するなど，生成 AIの

有効な活用をしている例が見られた．

3.3.受講生の声

講義終了後に行ったアンケートの結果を示す．

＜感想（抜粋）＞

・ 全部理解したと言える状況ではないことは確かでありま

すが，それを解決してくれるのが Copilotであると思いま

すので，存分に活用したいです．

・ 今まで IoT など低レイヤーに触れた経験がなかったので，

今回基礎から教えていただいてとても勉強になりました．

AI の活用も最新のトレンドに触れられて非常に良かった

です．

以上のように，高い満足度を得られた．

4. 結論・今後の展望

2023年度に実施した段階で，AICにおいては実施例が少な

いハードウェアに実際に触れて手を動かす講習会の需要が

高いことがわかり，本年度それに生成 AI を追加したことで

さらに充実した講習会になったと考える．今後は，エディタ

としての生成 AI だけでなく，実際に作る IoT デバイス側に

も組み込めるような APIの開発・教育資料の拡充を図ってい

きたい．



5. 付録

図 1. ハンズオン型講義のようす

図 2. ワークシート

図 3. 受講者による作品の例
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